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Ｑ

介
護
保
険
で
は
、
40
歳
以

上
の
人
全
員
が
加
入
者
と
な
る

そ
う
で
す
が
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
人
の
保
険
料
は
、
ど
の

よ
う
に
納
め
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
、

健
康
保
険
料
に
介
護
保
険
分
を

上
乗
せ
し
た
ひ
と
つ
の
保
険
料

が
、
４
月
分
か
ら
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
自
治
・
町
内
会
長

と
し
て
、
地
域
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
感

謝
し
よ
う
と
「
自
治
会
長
・
町

内
会
長
に
感
謝
の
集
い
」
を
10

月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

集
い
に
は
約
７
０
０
人
の
自

治
・
町
内
会
長
が
出
席
。
長
谷

川
市
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら
地
域

に
お
い
て
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い

き
い
き
暮
ら
す
こ
と
は
市
民
共

通
の
願
い
で
す
。
今
後
と
も
自

治
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
へ
の
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
年
表
彰
を
受
け
た
人
は
、

会
長
在
職
25
年
が
７
人
、
20
年

が
７
人
、
15
年
が
17
人
、
10
年

が
47
人
の
合
計
78
人
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

25
年
勤
続

蛯
谷
芳
藏
（
関
屋
金
衛
町
１
）、

外
川
尚
弘
（
汐
見
台
）
、
小
野

栄
作
（
早
川
町
２
）
、
土
田
博

（
窪
田
町
６
）
井
上
秀
耀
（
神

明
町
）
、
上
松
助
義
（
松
浜
新

町
）、
五
十
嵐
又
一
（
江
口
）

20
年
勤
続

大
橋
興
作
（
東
堀
前
通
５
）
、

阿
部
兵
威
智
（
紫
竹
３
）
、
逢

坂
敏
夫
（
藤
見
町
１
）
、
高
野

五
三
郎
（
赤
塚
）
、
高
山
忠

（
松
浜
５
）
、
南
清
志
（
太
郎

代
）、
斎
藤
正
榮
（
東
中
島
３
）

15
年
勤
続

栂
坂
昌
言
（
西
大
畑
町
）
、
高

橋
敬
一
（
西
大
畑
町
）
、
保
科

清
作
（
川
端
町
５
）
、
田
沢
佑

幸
（
礎
町
通
５
）
、
高
橋
廣

（
東
湊
町
通
３
）、
津
田
清
三
郎

（
関
屋
金
鉢
山
町
）、
小
竹
昭
男

（
西
小
針
台
３
）
、
渡
邉
新
吾

（
牡
丹
山
１
）
、
神
原
寅
次
郎

（
牡
丹
山
２
）、
今
井
勇
作
（
上

木
戸
５
）
、
藤
木
和
夫
（
逢
谷

内
６
）
、
本
多
松
男
（
海
老
ケ

瀬
新
町
）、
森
田
三
郎
（
近
江
）、

星
七
郎
（
天
野
１
）
、
石
川
正

輔
（
寺
尾
上
３
）
、
野
澤
義
夫

（
小
針
西
１
）、
水
上
惣
一
（
石

山
６
）

10
年
勤
続

横
野
芳
雄
（
白
山
浦
１
）
、
新

田
賢
仁
（
学
校
町
通
２
）
、
三

條
日
出
男
（
南
浜
通
１
）
、
斎

藤
久
（
北
浜
通
１
）
、
西
山
宏

（
本
町
通
４
）、
小
島
昌
三
（
東

堀
通
９
）
、
北
林
健
児
（
古
町

通
４
）
、
野
村
幸
雄
（
西
堀
前

通
10
）、
斎
藤
力
（
礎
町
通
３
）、

小
松
順
一
（
見
方
町
）
、
山
本

義
一
（
烏
帽
子
町
）
、
北
山
忠

平
（
四
ツ
屋
町
３
）
、
児
玉
一

二
（
浮
洲
町
）
、
藤
崎
昇
作

（
浮
洲
町
）、
渡
辺
秀
夫
（
窪
田

町
２
）
、
鶴
巻
喜
久
男
（
赤
坂

町
２
）、
水
本
正
彌
（
蒲
原
町
）、

長
井
健
策
（
明
石
２
）
、
奥
田

俊
一
（
西
馬
越
）
、
和
田
定
三

郎
（
沼
垂
東
１
）
、
滝
澤
要
太

郎
（
日
の
出
２
）
、
玉
木
誠
一

（
日
の
出
３
）、
神
田
義
郎
（
山

木
戸
３
）、
芹
野
興
吉
（
榎
町
）、

田
村
輝
雄
（
上
木
戸
４
）
、
宮

川
幸
意
（
岡
山
）
、
栃
倉
南
雄

（
北
葉
町
）、
後
藤
脩
平
（
山
の

下
町
）
、
三
谷
清
（
月
見
町
）
、

茂
野
収
一
郎
（
月
見
町
）
、

佐
々
木
啓
二
郎
（
桃
山
町
１
）、

佐
藤
大
作
（
内
野
町
）
、
古
俣

文
好
（
五
十
嵐
２
）
、
中
野
藤

一
郎
（
藤
蔵
新
田
）
、
八
幡
輝

男
（
松
浜
新
町
）
、
小
熊
昭
市

（
太
郎
代
）、
後
藤
榮
次
郎
（
上

所
１
）
、
中
村
佐
太
郎
（
天
神

尾
１
）
、
青
木
忠
直
（
上
所
上

１
）、
佐
藤
昭
三
（
鳥
屋
野
３
）、

近
藤
績
（
米
山
５
）
、
風
間
栄

七
（
曽
野
木
１
）
、
上
山
健
太

郎
（
坂
井
１
）
、
山
宮
澄
夫

（
東
青
山
１
）、
柳
澤
譲
（
寺
尾

上
４
）
、
田
中
俊
夫
（
寺
尾
前

通
１
）
、
本
間
信
一
（
松
海
が

丘
４
）

市
で
は
、
臓
器
提
供
の
意
思
の
有
無
な
ど
を
記
入
し
て
お
く

「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
書
面
に
よ
る
本
人
の
意
思
表
示

が
必
要
で
す
。
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
は
、
記
入
し
持
ち
歩
く
こ
と
で
自

分
の
思
い
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
供
す
る
意
思
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
家
族
に
伝
え
、
臓

器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
家
族
の

反
対
が
あ
る
場
合
は
、
死
後
、
臓
器
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
カ
ー
ド
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

保
健
所
総
務
課
（
市
役
所
第
２
分
館
１
階
）、
市
民
課
、

地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課
（
�
内
線
３
６
１
３
）
へ

市
農
業
振
興
協
議
会
で
は
、

今
年
生
産
さ
れ
た
市
産
米
「
キ

ラ
キ
ラ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
店

負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
よ
う
と
昨
年
か
ら
生

産
し
て
い
ま
す
。

栽
培
に
際
し
て
は
、

化
学
肥
料
を
抑
え
、

60
％
以
上
は
有
機
系
肥

料
を
使
用
し
て
い
る
ほ

か
、
除
草
剤
な
ど
の
農

薬
の
散
布
回
数
を
通
常

舗
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

「
キ
ラ
キ
ラ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
、
お
い
し
さ
と
高
品
質
を
追

求
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の

栽
培
よ
り
も
減
ら
し
て
い
ま

す
。今

年
は
好
天
に
恵
ま
れ
品
質

も
向
上
し
て
お
り
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
乾
燥
調
整
し
た
、

「
検
査
等
級
１
等
」
の
も
の
だ

け
を
出
荷
し
ま
す
。

お
い
し
く
、
し
か
も
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
市
産
米
「
キ
ラ

キ
ラ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

販
売
店
舗

清
水
フ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
直
営
店

問
い
合
わ
せ

農
林
課
（
�
内

線
２
５
５
７
）
へ

保
険
料
の
計
算
の
仕
方
や
額

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
窓

口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合

保
険
料
は
、
給
与
か
ら
差
し

引
か
れ
、
原
則
と
し
て
事
業
主

が
半
分
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

被
扶
養
者
の
保
険
料
は
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
納
め
る
健

康
保
険
料
に
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
被
扶
養
者
が
保
険
料
を
別

個
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

�
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合

医
療
分
と
介
護
分
を
合
わ
せ

た
国
民
健
康
保
険
料
を
世
帯
主

が
納
め
ま
す
。
保
険
料
の
半
分

を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

�
65
歳
を
迎
え
た
場
合

第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
健
康
保
険
料
に
上
乗
せ

さ
れ
て
い
た
介
護
分
の
負
担
は

な
く
な
り
、
新
た
に
健
康
保
険

料
と
は
別
個
に
介
護
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

胃
が
ん
な
ど
は
、
早
期
に
発

見
し
治
療
す
れ
ば
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

市
で
は
、
検
診
を
受
け
て
い

な
い
人
の
た
め
に
、
胃
が
ん
、

結
核
・
肺
が
ん
の
追
加
検
診
＝

表
＝
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

胃
が
ん
検
診
…
40
歳
以

上
の
市
民
、
結
核
・
肺
が
ん
検

診
…
15
歳
以
上
の
市
民

自
己
負
担

胃
が
ん
検
診
…
40

歳
〜
59
歳
９
０
０
円
、
60
歳
以

上
無
料
。
結
核
・
肺
が
ん
検
診

…
無
料
（
か
く
た
ん
検
査
を
受

け
る
40
歳
〜
59
歳
７
０
０
円
）

※
胃
が
ん
検
診
希
望
者
は
、
前

日
の
午
後
８
時
以
降
は
食
べ
物
、

水
は
一
切
取
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
た
ば
こ
も
吸
わ
な
い
で
く

だ
さ
い

申
し
込
み

胃
が
ん
検
診
、
結

核
・
肺
が
ん
検
診
と
も
当
日
直

接
会
場
へ

※
基
本
健
康
診
査
と
同
時
に
受

診
で
き
る
胃
直
接
撮
影
施
設
検

診
（
来
年
３
月
31
日
現
在
で
、

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
以
上
の
人

が
対
象
）
は
、
来
年
３
月
31
日

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

保
健
所
保
健
予

防
課
（
�
内
線
３
６
５
１
）
へ

65
歳
以
上
で

納
付
書
が
届
い
た
人

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人

の
う
ち
、
保
険
料
を
個
別
に

納
付
（
普
通
徴
収
）
す
る
人

へ
、
10
月
分
の
保
険
料
の
納

付
書
を
10
月
16
日
に
発
送
し

て
あ
り
ま
す
。
納
期
限
（
10

月
31
日
）
ま
で
に
、
金
融
機

関
ま
た
は
市
の
窓
口
に
納
付

書
を
持
参
し
、
忘
れ
ず
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
９
月
中
に
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
し
た
人
は
、
11
月

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
４
）
へ

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
保
険
料

期　日 会　場 時　間

11･１ 石山地域保健福祉センター

午前９時

～11時

11･６ 中央地域保健福祉センター
11･７ 東地域保健福祉センター
11･９ 坂井輪地域保健福祉センター
11･13 西地域保健福祉センター
11･20 南地域保健福祉センター

11･27 北地域保健福祉センター

医師による精神保健福祉相談

申し込み　保健所健康増進課（�内線36
66）へ　※予約制

午後１時半

～３時半

時　間会　場

中央地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

日

毎週火曜日

毎週木曜日

１歳誕生歯科健康診査
対象 平成11年11月生まれ（北・西地区
は10月生まれ、入舟地区は10・12月生
まれも含む、曽野木地区は来年１月実施）
持ち物 母子健康手帳、問診表、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3647）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

精神障害者生活支援相談
日時 11月４・18日午前11時～午後２時
会場 総合福祉会館
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線36
66）へ

酒 　 害 　 相 　 談
日時 11月６・20日午後１時～３時
会場 保健所健康増進課（市役所第２分
館１階） 対象 酒で悩む人・家族
申し込み 会場（�内線3666）へ　※予
約制

献血バス「ゆうあい号」

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

生涯現役すこやか食事講習会
日時 11月13日午前10時～午後１時
会場 関屋地区公民館 定員 先着30人
内容 お話、レクリエーション、調理実
習、ほか　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ

障害者のための法律相談
日時 11月11日午後１時～３時
会場 障害者生活支援センター（総合福
祉会館内） 対象 障害者とその家族
相談内容 相続、金銭、契約、ほか
申し込み 前日までに会場（�248-71
81）へ

11・１

11・２

11・６

11・９

月　日

県庁

�新潟フジカラー

桑名病院

協同組合　
新潟木工センター事務所

大和ハウス工業�新潟支店

木戸病院

午前９時半～正午

午後１時～４時

午前９時～11時

午後０時半～４時

午前９時半～正午

午前１時～３時半

午前９時～11時

午後１時～４時

午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

（新光町）

（幸栄２）
（古川町）

（木工新町）

（堀之内南１）
（上木戸５）

医師による老人精神保健福祉相談
日時 11月７日午後１時半～３時半
会場 東地域保健福祉センター
対象 痴ほうなどで困っている人・家族
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
66）へ　※予約制

市民フォーラム「かしこい患者学」
日時 きょう29日午後２時～５時
会場 県歯科医師会館ホール（堀之内南３）
内容 講演「根を養えばハも育つ」真壁
伍郎（新潟大学教授）、ほか
申し込み 直接会場へ
問い合わせ 県歯科医師会（�283-
3030）へ

明生園作品展示会

あおぞらフェスティバル
日時 11月３日午前10時～午後２時
会場 同園（水道町1）
内容 絵画や陶芸など同園に通う人たち
の作品展示、さをり（布地）織りや廃油
石けん作り、アトラクション、ほか
問い合わせ 同園（�231-6177）へ

乳幼児健康支援デイサービスセンター

「病児保育室 よいこのもり」の電話番号変更
電話番号　�290-2030
※利用を希望する人は事前登録をお願い
します

ヘルパー養成研修費支援

研修費助成制度をご利用ください
対象 ４月１日以降に、ホームヘルパー
養成研修２級または３級課程を受講し、
高齢者の家族介護経験（現在介護している
人を含む）がある、市民税非課税世帯の人　
助成額 年額３万円まで　※テキスト代
を除く
添付書類 受講決定通知書、研修修了証
書、研修受講料支払い領収書などの写し、
研修受講料およびテキスト代を確認でき
るもの
申請窓口 高齢者福祉課（市役所本館１
階）、地域保健福祉センター
問い合わせ 高齢者福祉課（�内線2654）
へ

フ ッ 素 塗 布
受付時間 午前９時半～10時半
対象 ４歳未満児
持ち物 母子健康手帳、料金1,020円
申し込み　電話で各会場へ、曽野木分室
会場は保健所保健予防課（�内線3647）へ

月　日 会　　　場 定員（先着）

11／８・13 坂井輪地域保健福祉センター 各日70人

11／９・30 東地域保健福祉センター 各日50人

11／13 南地域保健福祉センター 150人

11／14 曽野木分室 50人

11／15
石山地域保健福祉センター 150人

中央地域保健福祉センター 70人

11／16 中地域保健福祉センター 100人

市
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米
「
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